
　

万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
地
域
住
民

の
防
災
意
識
を
高
め
、
防
災
関
係
機
関

の
協
力
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
「
山
口
県
総
合
防
災

訓
練
」
。
平
成
19
年
は
光
市
を
会
場
と
し

て
行
わ
れ
、
県
、
県
警
、
陸
上
自
衛
隊
、

消
防
、
地
元
事
業
所
な
ど
69
団
体
か
ら

約
1700
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
主
催
／

山
口
県
防
災
会
議
・
光
市
防
災
会
議
）

　

光
市
は
平
成
３
年
に
台
風
第
19
号
に

よ
る
高
潮
被
害
、
平
成
17
年
に
台
風
第

14
号
に
よ
る
洪
水
被
害
を
受
け
て
お
り
、

特
に
水
害
対
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る

地
域
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て

平
成
18
年
に
は
、
高
潮
や
洪

水
の
発
生
に
よ
る
浸
水
想
定

状
況
と
避
難
場
所
を
示
し
た
「
高

潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
、
地
域
の
住
民
に
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
「
平
成

19
年
９
月
１
日
夜
遅
く
か
ら

９
月
２
日
未
明
に
か

け
て
、
台
風
Ｘ
号
が

光
市
付
近
に
上
陸
し
、

高
潮
に
よ
る
甚
大
な

浸
水
被
害
が
発
生
。
ま
た
大
雨
に
よ
る

増
水
と
高
潮
で
、
河
川
の
堤
防
が
決
壊

し
、
島
田
川
流
域
で
河
川
氾
濫
に
よ
る

浸
水
被
害
が
発
生
。
被
害
地
域
で
は
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
の
多
く
が
使

用
で
き
な
い
」
と
い
う
想
定
の
も
と
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
住
民
避

難
訓
練
も
含
め
、
災
害
に
対
す
る
実
践

的
な
救
助
、
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
光
井
会
場
（
ス
ポ
ー
ツ
交
流

村
）
、
光
市
役
所
会
場
、
島
田
会
場
を

主
要
会
場
に
市
内
全
17
カ
所
。
光
市
役

所
会
場
で
は
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・

運
営
や
情
報
伝
達
、
給
水
支
援
訓
練
、

島
田
会
場
で
は
島
田
川
河
川
敷
で
の
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
地
元
消
防
の

連
携
に
よ
る
救
助
訓
練
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
で
実
践
に
即
し
た
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
光
井
会
場
で
行
わ
れ
た
「
発

災
即
応
型 

水
難
住
民
救
出
救
助
訓
練
」

は
、
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
、
海
上
保

安
庁
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
※
）
が
一
体
と
な

り
、
海
上
で
の
救
出
訓
練
を
行
う
救
出

訓
練
。
救
命
ボ
ー
ド
で
漂
流
者
を
救
い
、

は
し
ご
車
で
持
ち
上
げ
る
様
子
や
、
ヘ

リ
に
よ
る
救
出
作
業
な
ど
、
本
番
さ
な

が
ら
の
緊
張
感
が
漂
い
、
見
学
の
方
々

も
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
追
突
事
故
救
出
訓
練
も
行

わ
れ
、
救
助
者
が
次
々
と
テ
ン
ト
や
シ

ェ
ル
タ
ー
に
運
ば
れ
る
様
子
は
、
ま
る

で
実
際
の
現
場
を
見
る
よ
う
で
、
改
め

て
災
害
の
怖
さ
と
備
え
の
大
切
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

光市

■
高
潮
と
洪
水
が
同
時
に
発
生

　

起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
て

　

万
全
の
対
策
を

■
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
に

　

会
場
が
震
え
る

！

総合防災訓練

はしご車による救出作業

バス追突事故
救出作業

緊迫感漂う応急処置

災害現場からの
救出作業



　

な
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消
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Ｍ
Ａ
Ｔ
（
※
）
が
一
体
と
な

り
、
海
上
で
の
救
出
訓
練
を
行
う
救
出

訓
練
。
救
命
ボ
ー
ド
で
漂
流
者
を
救
い
、

は
し
ご
車
で
持
ち
上
げ
る
様
子
や
、
ヘ

リ
に
よ
る
救
出
作
業
な
ど
、
本
番
さ
な

が
ら
の
緊
張
感
が
漂
い
、
見
学
の
方
々

も
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
追
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、
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※
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
…

D
isa

ste
r

（
災
害
）M

e
d
ic

a
l

（
医
療
）

A
s
s
is

ta
n
c
e

（
援
助
）T

e
a
m

（
チ
ー

ム
）
の
略
。
災
害
時
に
活
動
で
き
る
、

機
動
力
の
あ
る
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
医
療
チ
ー
ム
。
現
在
厚
生
労
働
省

の
も
と
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
建
設
業
協
会
周
南
支
部
は
、

光
井
会
場
で
行
わ
れ
た
訓
練
に
参
加
。

道
路
に
倒
れ
、
通
行
を
妨
げ
て
い
る
木
々

を
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
を
使
っ
て
除
去
し
、

作
業
中
の
安
全
誘
導
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
作
業
に
参
加
さ
れ
た
３
名
の
皆
さ

ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、

　

作
業
指
揮
を
担
当
し
た
時
盛
建
設

（株）

の
弘
英
雄
さ
ん
「
平
成
17
年
の
台
風
14

号
時
に
は
、
道
路
の
ゴ
ミ
や
土
砂
の
除

去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
時
は
現

場
の
判
断
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
普
段

か
ら
そ
の
心
構
え
を
し
て
お
き
た
い
で

す
ね
」

　

バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
の
運
転
を
担
当
し
た

菊
屋
産
業

（株）
の
礒
本
泰
夫
さ
ん
「
実
際

に
災
害
の
現
場
に
出
た
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
緊
急
時
に
は
24
時
間
の
待
機
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
台
風
の
後

は
土
砂
崩
れ
な
ど
も
多
く
、
い
つ
ど
こ

で
二
次
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
ん

か
ら
、
十
分
な
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

誘
導
を
行
っ
た
筒
井
建
設

（株）
の
安
永

芳
喜
さ
ん
「
安
全
な
誘
導
は
、
常
に
周

り
に
注
意
を
払
い
、
緊
張
感
を
も
っ
て

行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
は
特
に
落
ち
着
い
て
取
り
組
み

た
い
で
す
」

と
、
防
災
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

突
如
と
し
て
人
々
を
襲
う
災
害
。
圧

倒
的
な
自
然
の
猛
威
。
日
々
進
化
す
る

科
学
の
中
で
、
災
害
か
ら
人
を
守
る
技

術
も
年
を
追
う
ご
と
に
優
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
や
は
り
人
と
人
と
協

力
な
く
し
て
は
、
人
を
、
地
域
を
守
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
・
当
協
会
な

ど
各
関
係
機
関
の
連
携
と
、
住
民
の
輪

で
つ
く
り
あ
げ
る
地
域
防
災
。
そ
の
重

要
性
を
参
加
者
一
人
一
人
が
再
確
認
し

た
総
合
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

■
息
の
あ
っ
た
作
業
で

　

速
や
か
に
障
害
物
を
除
去

礒本泰夫さん

弘英雄さん

安永芳喜さん

テキパキと木材を撤去

作業中の安全もしっかり守ります

バックフォーでの作業は十分安全を確保して行います


